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てゐる。但し家屋，倉庫 . 等の 如き建築物內にがては， タマゴバへ にやられ 

てねるところの卵囊は見られない。故に此の * は人類にとつで特殊の戚嚇であ 
るところの人家…… 等にがて はゴヶグモの抑萊リ上，取るに足らぬものになるわ 
けである〇 

尙ほ此巧で -- 言附說するを嬰することがある。をれはキモグリバへ科のクモ 
タマゴバへは巧一種でもいくつかの種類の蛛卵を胃すものがあり，現に第4項 
で例に假りたなな'"?.なぶ araneae の如きは，ヒメグモ，ゴケグモ，ホニグモ，コガネ 
グモ〔米國產 Miranda anrantia ( = M . riparia — 3/. eophinaria ') であつて 
日本〇ナガコガネに似を種類〕‘… . 等の卵囊に進入することが知られてねる。 

日本產のクモタマゴバへは，少くとも種類はあるが，今曰，み類がよくわか 
つてむない。日本產のゴヶグモ卵囊に化の厕の寄生するかをかは今日まだ不明 
である。化の同が各位;の研究を俟つ。（完） 

みだれかご (2) 

加 藤 正 世 

ク要鎮のい L オニグモ 

霜燈のある處には多みなり共昆蟲が集るものである0をれをどうして知るの 
かオニグモはいつの閒にかやつて來て網を張つて居る。化の蜘蛛の特徵として 
查間は寢て暮して電燈のつく頃になると巧て來るのでをる。 

筆者の研究室の窓外にちやんと網を張つて居る力;，原稿を書き乍ら夜間探窠 
をやる筆者には迷惑千萬な事でをる。 

少しく茶目氣を抵して巧遇閒か前に採つて，旣に乾物になつて居るコオニヤ 
ンマを引掛けてやつた處，願のホにひをんで居たオニグモが出かけて來て死駭 
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にダル グル 絲を雜きつけて，ボリボリと喃:りおしを。死んで居ても絲を擔きつ 
ける處が面をい。 

ク雄の作る綱はなぜ貪弱か 

元來が蜘蛛の雄には葵からして赞顯なものが多い。殊にデョラウ グモ， ホニ 
グモ，コガネグモ， ゴ ミグモ 等がをの代表者とも云 ふべ く，雌が堂々をる體驅 
を有し立派な網を張るに比して，雄は雌の何割かの大きさしか無く，をの網 
の如きも梵弱であつて，ほんのをしるしに過ぎないものである。 

义雌に對する雄の動作は競々として氣の毒の至りであるが，これは人間社會 
にも無いとはちへないから餘りくさすわけに巧かないが，要するに雌は充みに 
營養を攝つて立派な子孫を殘さなければならない責注があるので，體も大き< 
立派な網を張るのであるう;，稚は單に生殖細胞をれ雀に蟲玉することに f 衣て役巧 
はすむのであるから，露命さへつなげればをれで事足りるのである。化處にが 
て自然は彼等に必要なだけのをと能力としか與へないのである。 

クヤ マシ ロオニ クモとべツカフバチ 

卞マシロホニグモが圆くなつて下つて來を。何事が起つをかと見て居ると孽 
の葉に觸れると大念ぎで襄〇モへ隱れやうとした。然し追ひかけて來を眞黑な 
べツカフ.バチの一種に發見されて遂に搶ぶに擧げられてしまつた。一且斑つか 
つたら最後到接逃れられるものではない0 
ク蜘蛛の網の標未 

ナカムラホニグモの巢（網の一端に作る鳥の巢形のもの）や，デグモの装は 
をのま、攘本にして歷< ことがお來る力;，をの他のも〇は中々むづかしい。筆 
者はコガネグモの網を，重要部みのみではある力蛛の穂なホ法で保がすること 
に戌功}した力ふ御紹介して置かう0 

先づ幅 5 mm 1 なな薄い木を四本組んで長ぶ形の梓を作り，かホにセル。ィド 
の溶液を塗りけてをのま、網の上に貼りつけ，後をり周圍のす要の絲を鉄で 
切りおつて待ち歸るのである。これの四隅に留針を刺していの依下へ出し 
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底に黑紙を贴ホした賴本箱へ收めるのである。トリモチのっいて居るホは裏面 
にしなけれぱならない〇 

これに更に革を式標本にした蜘蛛を配せば理想的である。網は稱當强いかち， 
標本の較の ホに 極く僅か〇 セル ロイド液を つけで 絲に乘せるのである。 セル ロ 
イド液の作りモは透明の 七ル。 イド屑を屬に人れて酷酸アー ルを •注げげ裤け 
て糊状になる 0 潑度は適宜に作らなければならないが，瀑すぎれぱ酷酸アミー 
ルで薄め， 薄ければ セルロイドを 追加すれば い、0 
液ホ糜本の一•方法 

撼おはなるベ<美しく作る方がい、。殊に蜘蛛の株に餘り葬‘かでない動物は 
一曆をの感を深うするものでをる。筆をは次の薇な方法に化っでをた。 

採集の際は必ず生かしたま、持ち歸らなければならない。をれにはパラフイ 
ン紙で2寸 X 2.5 寸位の装を澤山作って持って巧き，一昭宛その中へ（潰れる 
のを巧ぐ爲帖軍を一緖に入れる）入れて口を巧り曲げ小鞠にでも人れて持ち歸 
る。歸宅後をのま、毒醬に人れて殺して置<。 

〔準備〕管屬その管場に了度はいる寸法に-切っを蹄平板（す驳の龄:板のフ 
イルムを‘沈ひ?森したも〇がい、），トラガントゴム，酒精コ 

村巧を摊、子板にトラガントゴムで粘着し，觸鬚や狡を伸して貼りっけ•トラ 
カントゴムを乾燥させる。加熱してもい、。充分乾いたならば，をれを管場に 
入れて酒精を法人，ホををすればい、のでをる。そしてがの周圈に前記セル。イ 
ド液を塗って液の發散を防ぐことも必要である。若し殺したてご較が自由に伸 
びない 時は暫く時間がをってから巧ふのである。餘り軟かくなり過ると腐敗〇 
ーホ前になるからを意しなければならない。 

大塑〇種類で穂本嚳に納める機なも〇は，トラカントゴムでは弱すぎるから 
セル。イド液を用ひて，ホづ胸部を貼りっけ，それが乾固してから（二分もた 
てぱ充分）备肢の末端を貼りっけ，整狡する。化の場を酒精を用ひる時はセル 
ロイドが巧くなって離いから，次の液を用ひる。〔離酸〔が）十フオルマリン 
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(20) + 水（30)〕。硝子板に賴本を貼る前に，板面を酷酸アミールでホをに拭 
つて履く方が，七ルロイド液がよくなじんで东リれ落ちる恐托がない。 

ク辆蛛の毋性愛 

自分の夫を夫とも思はず いら なくなれば營發みの■-部と してし まふ雌蜘蛛も 
子供乃至は卵に對 しては 相當の愛情濃やかな場面が化られ る。 とれは持て生れ 
た本能であるから、感情複雜な人間社會の夫れとは巧あ異物ではあらう力;，キ 
>、ダュビグモやドクグモの 類或は ヒ ラタ グモ 等が卵褒を 作つて醫 るのを贊驗ず 
れば 直ちに了解 ffi 來やう。 

キハダェビグモは 樹皮 上に 樓むひらをい蜘蛛で あつて， 捉へやうとすむば極 
めて 迅速に a ひ 廻り，容易に補遮す る ことが出がないが.卵囊を護つて履る場 
合にはじつと して， いくら觸れても逃げやうとせず，文字通り死守するのであ 

る0 

Lycosa の場合には常に卵囊を腹端に附着して移動して居るのであるが•そ 
れを奪ひ取つてしまふと，蜘蛛は今までの動作とをくネ了つて變つて非常に遲鈍 
となり，をの邊をウロウロ探し始める。をこへ卵襲を落してやると，やがて見 
つけて口に咬へて大急ぎで走りまる。をうはさせじと度々繰返しては巧動を觀 
察する巧に，體に傷ついて半死半生になるが，をれでもフラフラと倒れては立 
ち，立つては轉ぴつ、卵蔡の巧方を尋ね廻るをは，い <ら何でも可愛さうにな 
る0 

Lycosa の類は，鹏化後暫くの間腹背に子觀殊を負ふて居るう;，山:の時は子 
供を取つても別に探し廻る様な事はしない0 

ク藝術的な卵蜜のを々 

卯囊の形は種類に依て一おして居るものであつて，をの形には中々西白い も 
の がみ < ない。これを持に觉集して賴本とすることは誠に興ホの 深い ものでを 
る。 處が生きたま、ではやがて子蜘蛛が化で來るから，管場の株なものに 入れ 
て加熱して卯を殺して置 C のである。液漬よりは乾燥にして置くホがい、。 
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蜘蛛の卵繫は巧蜘蛛の最後の最大お力の結晶であることを忘れてはならない 
ク家の中の頸!蛛 

風呂場の一隅にィへホニグモが網を張つた。拙宅の中は贼蛛が網を張つても 
取りもせず殘して置 < から ，人に見られたら隨分無精に見えるだらうカ ミ，斯し 
て凰いてがにふれて觀察して見るのも面白いものである。網が保こりにまみれ 
て'巧く なつたら 取り除け ばい、。 をうすれば 一夜に して新らしく なつて 居る。 

家の中で一番幅をきかして居るのはホホヒメグモで，大小礫々のものが至る 
處になられる。これは雌雄共に同じ機な網を張る。風留場にィへホニグ毛が網 
を張つた。充分ぶ長してから標本にするつもりで综日觀察して居を爲，或る日 
をれりろが盤に居るのを發見した。早速前に述べを様な方法で網ををつくりお 
つてをれに乾ま標本にしを雌唯ををの位超に取りつけて生態標本を作つた。 

さ颇蛛が一體どこからやつて來たもの力>，よくも探し當て、來をものだと巧 
ふ他云ひ現はしやうがない。 

タナグモは廊下の天井に数頭白い網を張つて居る。近頃ではテナガグモが廊 
下を横斷する網を張るので因つて居る0をつとして疆いてやりをいのだが，通 
巧妨害になるのでどうにもならない。 

ハへ トリグモは鍛種類窓の附近に ffi 沒して居るが，名稱は調べて居ない。 イ 
ウレイグモは未だ來て居ないらしい。夜になとと Lycosa の或る種や，エドコ 
マチグモ等が入つて來て步き廻り長蟲を捉へては食つて居る。 

家屋の外側にはホニグモ，コガネグモ等窓の近くに網を張つて居り，ヒラタ 
グモの白い隱れ家も隅の方に散見される。一昨年はジョラウグモボ日當りのい 
、廊下の隅で越年したが，其の後ははいつてホない。 

私が最も不思議に思ふのは，ま fr 築して間もな <，何處からともなくォホヒメ 
グモが移つて來ることでをる。隣り近所の無い一軒家をどうして探し嘗てる〇 
でをらうる V 

正誤 前號巧貫じ巧，，前脚に傅る振動，，は，，を脚，，の誤植でをる。 



